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はじめに
　本研究所の理念は，人間にとって不可欠な

身体活動を健康，スポーツ，さらに文化的側面

から総合的に科学することにある．そして，こ

れらの調査研究で得られた成果を，学生はもと

より広く社会に還元することを本研究所の目

的として活動している．その活動の一つに，学

生が真のスポーツリテラシーを見につけ，ウェ

ルネスの一環としてスポーツをライフスタイ

ルに取り入れてもらうことを目標にしており，

担当する科目においては科学的根拠に基づい

た情報と実証的な研究の成果を学生に提供し

ている．過去には，健康科学論の授業の一環と

して身体活動計を装着し，学生の日常身体活

動と食生活を2週間モニタした．結果，平均通

学時間50分，生田，神田キャンパスともに平日

来校時は約12000歩の活動量があり，土日の

休みに活動量の差がみられた．食生活では栄

養面，特にカロリーを気にしているものの，一

人暮らしの学生においては果物の摂取がほと

んどないという結果がみられた．上記結果を受

けて授業内でフィードバックし，学生の現在か

ら将来にかけての健康に対する意識の向上に

努めている．

今回，毎年9月に行われるゴルフ集中授業時の

資料作成のため，教場となる富士赤松ゴルフ

コース（ショートコース）において，著者が担当

するゼミ活動の一環として生体負担度を測定

し，授業環境を確認した．

方法
　文学部ジャーナリズム学科専門ゼミ教員1

名（被験者A），学生2名（被験者B，C）の3名

1組にて測定を行うこととした．7月13日（土）

を測定実施日に設定し，コースを事前に富士

赤松ゴルフコースの概要をホームページ等で

確認した．生体負担度の指標として，EPSON 

SFー810（GPS機能付き心拍計）を装着し，所

要時間，総活動距離，活動時の心拍数を記録し

た．学生2名はゴルフ初心者のため，事前にゴ

ルフのルール，マナー学習し，ゴルフ練習場等

で実践練習を3回行い，当日，他の競技者のプ

レーになるべく影響のないように配慮した．

結果
　測定は午前1回（OUT→IN18H），午後1回

（OUTのみ9H）実施した．午後は途中荒天のた

め，ハーフで終了した．後日，データの集計，写

真収集を行い，資料作成した（スライド1-11）．

 

考察
　生体負担度について，当初の想定では初心

者はボールが四方に飛び，移動距離が増える

ことで負担度が大きくなり，経験者はある程度

スコアがまとまるので移動距離が少なくなる

ことから負担度は小さいと仮定していたが，学

生よりも教員の負担度が大きくなり，仮定と反

対の結果となった．これは年齢，体力，クラブ

バックの大きさ（重さ）の違いとともに，一般競

技者も多くいたことからスロープレーになら

ないよう，学生のボールを探しに同行する，シ

ョットを打つ際に近くまで行きアドバイスす

るなどで3つのボールを追うような展開が多

かったためと考える．授業時にはいろいろな形

式でパーティーを組むことになるので，学生同

士それぞれが役割を担ってプレーできるよう

配慮してパーティーを組む，教員によるマネジ

メントによって身体活動量をおおよそコント

ロールできると推察される．

おわりに
　授業時の学生の生体負担度を授業に近い

形で測定するため，事前の講習は集中授業時

に実際に行われる実施時間数を想定しておこ

なった．新しいコース環境を確認し，仮設ティ

ーの設定場所や安全面の配慮，食事のタイミ

ング，教員の配置，学生の動線の確認ができ

た．実際の授業時に教員がどの場所で学生に

声がけをすることで，スロープレーを少なくす

ることができるか，ヒヤリハットの事例なども

実際の授業の中で検証しながら，今後も知見

を集約していく所存である．
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